
ふるさと寄附金のさらなる獲得のため、ふるさと納税を簡単にインターネットで行うことがで
きるポータルサイトを２サイトから８サイトにまで増やすともに、新たな返礼品の開拓のため、
事業者への訪問活動のほか、職員からの返礼品アイデアの募集や返礼品強化推進チー
ムの立ち上げなどに取り組みました。

また、令和３年度には、地域猫活動への支援をテーマとしてクラウドファンディング型ふる
さと納税も実施し、目標額を上回る結果となりました。

さらには、返礼品の写真について、見せ方を工夫するなど返礼品のＰＲ強化にも取り組み
ました。

その結果、本市のふるさと寄附金受入額が、令和元年度が約４，５９４万２千円、令和２年
度が約５，３５５万５千円、令和３年度が約６，８２７万８千円と徐々に増加してきております。
今後も市にとって貴重な財源である、ふるさと寄附金のさらなる獲得に向けて
様々な取り組みを進めてまいります。



近年の市民ニーズや地域課題は、複雑化・多様化しており、加えて、厳しい財政運営を強
いられる中で、これら諸課題について民間の強みを活用して解決を図るため、本市では公
民連携の取組みを推進しております。令和元年１０月には、公民連携に関する企業や団体
からの相談や提案を一元的に受け入れるワンストップ窓口として、「富田林市公民連携デ
スク」を開設しました。



令和４年１１月末時点では、デスクを窓口とした公民連携協定は２４件となり、その分野は
子育てや健康増進、防災、スポーツ振興、シティプロモーションなど多岐に渡り、それぞれ
の実施メニューを盛り込んでいます。

この間の課題としましては、コロナ禍で人や企業の活動が停滞するため、予定通りに連携
メニューが実践できないことや新たな連携メニューの構築が難しいことがございましたが、
コロナ禍においてもできることを模索しながらこの間、健康増進や災害対策など民間企業
と連携し、取り組みを進めています。

今後も、地域課題や行政課題の解決のため、積極的に企業や団体にアプローチし、企業
や団体との「対話」と「相互理解」を深めながら、「市民」と「企業・団体」と「行政」の３社が
「ＷＩＮ－ＷＩＮ」となる取り組みを進めていきます。



「市民の声の意見箱」

市内施設９箇所に「意見箱」を設置し、広く市民の皆さまからのご意見をお聴かせいただく
機会を設けています。設置場所は、市役所１階、金剛連絡所、きらめき創造館、中央図書
館、金剛図書館、東公民館、人権文化センター、児童館、保健センターとなっております。
市内全部の意見箱を通じていただいたご意見の件数は、令和２年度が７５件、令和３年度
が６２件です。

また、令和４年度より、意見箱の名称を『富見箱（トミケンバコ）』とし、市民の皆さまから親し
みやすく、覚えてもらいやすいものに変更しました。市民のみなさまと“つながる”をコンセプ
トに、広聴について取り組んでいきます。

「市長と語ろう」

市民の皆さまと市長が、市政に関してのご意見やアイディアについて自由に語り合う懇談
の場として、年間３回から４回実施しています。市内在住、在勤、在学の人を含む団体やグ
ループが対象です。

「市民の声の見える化」

市民の皆さまからいただいたご意見を本市ウェブサイトで公表しています。また、広聴ガ
イドラインを新たに制定し、職員間においても、市民の皆さまからいただいたご意見の共有
を図っています。




